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癒しの場としての図書館
丸山久美子

大学を評価する目安は、図書館の規模・設備・

蔵書の数・開設状況・貴重書・特色のある蔵書の

所有などで、その大学を評価するために訪れた人

は先ずはじめに図書館を視察する O 時間に余裕の

ある場合は、(何時間でも様々な本と出合うため

に)図書館中を散策していれば、思いがけない本

とめぐり合うことも出来るが、あらかじめその図

書館にどんな特別な蔵書があるかを知っておくこ

とも大切である O 特殊な貴重書を蔵書として保存

している図書館では、その書が世界的に有名にな

れば、多くの外国人がその書を見るために入場料

を払ってまで遠路はるばる訪れる場合もある O

1999年の秋にアイルランド国立大学ダブリン校

へ客員研究員として訪れた時に、「ケルズの書」

で名高いダプリン大学(トリニテイ・カレッジ)

の図書館を訪れたことがある o 1200年前につくら

れたと言われる「ケルズの書」はこの図書館の最

大規模を誇る蔵書のうちでも、最も有名な本であ

り、世界で最も美しい本であるといわれるので、

読むためではなく、見るために多くの人が訪れ

るO 私もその一人であったが、「ケルズの書jを

一目見るために長蛇の列の後ろに並んだ時には、

その物々しい厳戒態勢に驚いたものである o Iケ
ルズの書」は西欧最高のラテン語で書かれた写本

であり、アイルランドの国宝と言うより「世界の

国宝」と呼ばれている O 防護ケースに収まった美

しい写本を見ていると悠久の時を超えて、修道士

たちが熱心にイエス・キリストの生涯を綴ってい

る風景が蘇えってくる O

ところで、聖学院大学の蔵書の中で特色ある書

物は聖書の歴史がはっきりと理解される数々の古

い聖書で、図書館長室の貴重書棚に保管されてい

るO たとえば、「摩太福音書(復刻)Jや印刷技術

を発明したドイツ人グーテンベルグが刊行した最

初の活字印刷の聖書「グーテンベルグ聖書(ドイ

ツのマインツにあるグーテンベルグ・ミュージア

ム所蔵の複製版)J、マルチン・ルターが始めてド

イツ諾に翻訳した聖書「ルター訳聖書(復刻)J、

など珍しい聖書が陳列されている O さらに本学図

書館の特徴はドイツのヴュルツブルグ大学の故ゴ

ットホルト・ミュラー教授(組織神学)の蔵書 l

万4千冊からなるミュラ一文庫である O この蔵書

は単なる神学書だけではなく文学・哲学・歴史な

どの書物が、ミュラー先生によって深く読み込ま

れたあとが歴然と残る生々しさで、陳列されてい

るO これらの蔵書を眺めていると、重厚な学問の

息吹が伝わり、人間の英知がいかにして培われて

ゆくのかを知ることができる O 図書館とはこのよ

うに時の流れを忘れさせ、優雅な心を取り戻して

くれる最高の癒しの場でもある O
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